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A. 研究概要

私は主に位相幾何学について種々の観点から研究を行っているが，最近は以下のような研究を行った．
(1) 可微分写像の大域的特異点論と関連話題．
可微分写像の特異点はこれまでにかなり研究されてきているが，ほとんどは局所的振る舞いを調べるにとど

まり，大域的性質の研究はあまりなかった．さらに，このような特異点論の観点から可微分多様体の構造を

研究することは，意外なことに今までほとんどなされてこなかった．これまでの我々の研究により，多様体

間の写像の特異点が，多様体の構造の本質的な部分を担っていることが明らかにされており，こうした研究

が位相幾何学において重要であることが認識されるようになってきている．最近は，こうした事柄を特異写

像の同境理論の観点から研究している．[B1]においては，可微分写像の特異ファイバーを用いることによ
り，4次元同境群を決定し，その生成元を幾何的に明確に与え，さらに既存の符号数定理に新しい証明を与
えた．[B4]においては，折り目写像が存在するための障害類を Postnikov分解の観点から調べ，いくつか
の次元対の場合にそうして現れる障害類を完全に明らかにした．さらに [B5, B6]においては，曲面上の可
微分関数について，Reebグラフの実現問題や，3次元空間へのはめ込みや埋め込みに付随した高さ関数と
しての実現問題について，位相幾何学的観点から考察した．[B2, B3]においては，定値折り目特異点しか
持たない写像を許容する非コンパクト 4次元多様体について，いくつかの特徴づけ定理を得た．また [B9]
においては，そうした特異写像のはめ込みリフトの存在性について調べた．[B8]においては，Brieskorn型
複素多項式によって定義される特異点に付随した結び目の同境類が，多くの場合に指数を決定することを

示した．また [B7]においては，等質空間内の曲線と 1パラメータ部分群による軌道との接触について研究
を行い，それによってリー環に部分空間の列が定義でき，それを用いた幾何学的不変量の定式化が可能であ

ることを明らかにした．さらに [B10]においては，3つの球面の直積空間の余次元 1埋め込みの補空間のト
ポロジーについて調べた．

(2) トポロジーの他分野への応用．
可微分写像の特異点論を，多値関数データのための視覚的データ解析（データの可視化）に応用することに

ついて，高橋成雄氏と共同研究を行い，可微分写像の特異ファイバーの理論が，そのようなコンピュータサ

イエンスの理論に応用できることが明らかになった [C10]．また，新日本製鐵（株）と「材料科学への純粋
数学適用に関する研究」という課題で共同研究を行った．これは，これまでの方法・観点では解決できな

かった問題に対し，まったく新しい幾何学的観点から解決を目指そうとするものであり，グローバルCOE
拠点として，形と流れユニットを核とするユニットを越えた連携により，大学院生も交えて，当該課題の定

式化，解決に向けて研究を行った．
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